
秋川流域の地域資源や人材を活用した
単元指導計画の開発

～個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指して～

あきる野市立東中学校 教諭 武田 舞子
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１ 研究の背景
２ 研究の目的及び仮説
３ 研究の内容及び方法
４ 単指導計画の内容及び検証結果
５ 小テストと事後アンケートの結果
６ 成果と課題

本日の内容



第１章 総則 第１ 中学校教育の基本と教育課程の役割

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活

用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育むとともに、

主体的に学習に取り組む態度を養い、個性を生かし多様な人々との協働
を促す教育の充実に努めること。

第３章 総則 第３ 教育課程の実施と学習評価

「単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら、

生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うこと。」

「生徒が自ら学習課題や学習活動を選択する機会を設ける
など、生徒の興味・関心を生かした自主的、自発的な学習が促されるよう

工夫すること。」
中学校学習指導要領（平成29年告示）

１研究の背景

中学校学習指導要領（平成29年告示）



中学校学習指導要領解説
理科編（平成29年告示）

課題の把握
（発見）

課題の探究
（追究）

課題の解決

育成を目指す資質・能力に必要な学びの過程

１研究の背景



「改訂に当たっての基本的な考え方」として
「科学的に探究する学習の充実」と

「日常生活や社会との関連を重視」が示されている

第１章 総説 ３ 理科改訂の要点

１研究の背景

中学校学習指導要領解説
理科編（平成29年告示）



6中教審答申（令和3年1月）「令和の日本型学校教育の構築を目指して」

１研究の背景

個別最適な学び

指導の個別化

「教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行うことで効果的な指導を
実現することや、子供一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、

指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定を行うこと

など」

学習の個性化

「子供自身が学習が最適となるよう調整する学習の個性化」
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協働的な学び

「個別最適な学びが孤立した学びに陥らないよう、これまでも日本型学校教育に
おいて重視されてきた、探究的な学習や体験活動などを通じ、

子供同士で、あるいは地域の方々をはじめ多様な他者と
協働しながら、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、

様々な社会的な変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることができる
よう、必要な資質・能力を育成する協働的な学びを充実することも重要である」

中教審答申（令和3年1月）「令和の日本型学校教育の構築を目指して」

１研究の背景

学習指導について

「児童生徒の自己選択や自己決定を促すといった

生徒指導の機能を生かして充実を図っていくことが求められる。」

中教審答申（平成28年12月）「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」



課題の把握（発見）

課題の探究(追究）

課題の解決

探究の過程

〇地域の資源や人材を
活用する場面

〇自己決定できる場面

１研究の背景

個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実

単元指導計画の開発
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目的

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指した

単元指導計画の開発

仮説

自己決定できる場面や地域資源や人材を活用した場面を

理科の探究の過程に取り入れることで

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
を図ることができるだろう。

２研究の目的及び仮説
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内容
第1学年「大地の変化」単元 地層から読み解く大地の変化

理科の探究の過程を通じた学習活動の中に生徒が自らの学びを
自己決定できる場面や地域の資源や人材を活用した場面を

取り入れた単元指導計画を作成し実証する

方法
生徒の行動観察
振り返りシートの記述
学習活動に関するアンケート調査
単元の知識に関する小テスト

３研究の内容及び方法



探究の過程 授業時間 学習内容

課題の把握（発見） １～５
単元の基礎的・基本的な

知識の習得

課題の探究（追究） ６～９
学んだ知識を活用した
パンフレットの作成

課題の解決 １０～１１
パンフレットの発表

振り返り

１研究の単元指導計画の内容及び検証結果

単元指導計画



４単元指導計画の内容及び検証

１～５時間目「課題の把握」

ねらい「身近な生活環境であるあきる野市の地形について理解する。」
「堆積岩、化石、地層に関しての基礎的・基本的な知識を身につける。」

【２時間目】

地域の方との協働的な学び 地域の教材を使用しての単元の知識の習得

【３時間目】



ねらい 堆積岩、化石、地層の知識を使って秋川流域の名所を紹介する
パンフレットを作成し、表現力を身に付ける

６～９時間目「課題の探究」

誰とどのように学びを進めるのか

自己決定する個別最適な学び

４単元指導計画の内容及び検証



１０～１１時間目「課題の解決」

ねらい これまで行われてきた学びを広げたり深めたりすることで
学んだことや、自らの学び方を振り返る

生徒同士の協働的な学び 専門家との協働的な学び

４単元指導計画の内容及び検証



１～2時間目の生徒の記述

「秋留台地は丘陵に挟まれ、西に行くほど標高が高く、東に行くほど標高が低い
土地であることがわかった。」

「ゲストティーチャーの話から東中のあるところは昔川底だったことを知って

驚いた。何気なく住んでいるところでも歴史があることを知れ

てとても興味がわいた。」

協働的な学び⇒自然現象に対する気づきから抽出した

情報について関係性を見いだす

１～５時間目「課題の把握」

４単元指導計画の内容及び検証



３時間目の生徒の記述

「あきる野市の石がコンクリートの原料になっていたり、火打石として使われて

いたりすることを知った。もっと色々な石について知りたい。」

地域資源を活用した場面⇒主体的に学ぼうとする姿

４単元指導計画の内容及び検証

１～５時間目「課題の把握」



パンフレットを作成する様子

生徒A グループで活動

生徒B 個人で活動

生徒C 支援を要する生徒
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４単元指導計画の内容及び検証

６～９時間目「課題の探究」



生徒A グループでパンフレットを作成

Aの様子

疑問
「ミエゾウは示相化石か示準化石か」
⇒グループで調べたり友達に聞いたりする

結論
「ミエゾウは絶滅しているので示準化石」

新たな疑問
「ミエゾウは他のゾウと何がちがうのか」

４単元指導計画の内容及び検証

６～９時間目「課題の探究」



生徒Ｂ 個人で活動

Bの様子

疑問
なぜ地層が縦になっているのか
⇒ネットで調べる、先生に聞く

結論
伊豆弧と太平洋プレートが関係している

新たな疑問
なぜサンドイッチ岩というのか

秋川渓谷サンドイッチ岩,日本の奇岩百景＋

４単元指導計画の内容及び検証

６～９時間目「課題の探究」



生徒C 支援が必要な生徒

教師の支援 Cの様子

資料の提示で興味を引く 学習意欲が低い

漢字の読みや言葉の意味を整理す
る

グループで化石の本から情報を収
集する

見守る パンフレットを作成する

４単元指導計画の内容及び検証

６～９時間目「課題の探究」
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生徒Aが作成したパンフレット

Aの振り返りシート

仲間と協力しながら謎を解いていくような感
覚で楽しかった。あきる野市にゾウが住んでいたという

ことだが当時どのような環境だったのか。
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生徒Ｂが作成したパンフレット

Bのコメント
調べ学習は1人、新しいことを考えたりつくったりするときは
みんなでやるようにするとよいことがわかった。
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生徒Cが作成したパンフレット

Cの振り返りシート
友達と行えてよかった。



単元全体を通して

「子供一人一人に応じた教材等の柔軟な提供・設定や子供自身が学習が

最適となるよう調整するような個別最適な学び」と「多様な他者と協働し

ながら学習を進める協働的な学び」が見て取れ、それにより、

理科の探究の過程を主体的に進めている姿があった

４単元指導計画の内容及び検証



5時間目と11時間目における小テストの得点率（％）の比較

小テストの内容
堆積岩、地層、化石の内容に関する
5時間目と11時間目で異なる問題を
出題

得点率の推移
11時間目のほうが得点率が

１０％高くなっている54

56

58

60

62

64

66

68

70

72

5時間目 11時間目
小テストを実施した時間

６０％

７０％

５小テストと事後アンケートの結果



事後アンケート

「自分で学び方を選べることで学びは広まったり深まったりしましたか」

かなり

一斉授業より

わからない

全然

あまり

３４％

２７％

３０％

３％

３％

肯定的な割合
５７％

５小テストと事後アンケートの結果



肯定的な意見を挙げた理由

「たくさんの人と意見を交わすことで自分では考えられない意見
や視点を考えることができる。」

「普段の班の子たちがあまり友好的ではなくて、あまり集中できる環境

ではなかったので、仲の良い子と一緒に集中してやる方が、
モチベも上がるし、悲しい気持ちにならなかったので、

よかったです。友達と教えあうことで深まりました。」

５小テストと事後アンケートの結果



事後アンケート

「自分で学び方を選べることで学びは広まったり深まったりしましたか」

かなり

一斉授業より

わからない

全然

あまり

３４％

２７％

３０％

３％

３％

５小テストと事後アンケートの結果



「わからない」という意見を挙げた理由

「一斉授業のほうが効率的に知識を広げられたり

深められたりする。また個人で活動したが、本当はグループで
活動すればよかったと考えている。グループに入りづらかった」

「ネットの情報検索に時間を費やしてしまい、地点に関しての

説明はコピペして貼り付けただけになってしまった。グループで

の話合いでも、関係ない話をしてしまった」

５小テストと事後アンケートの結果



成果
小テストやアンケートの分析した結果、今回の単元指導計画における「個別
最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指した活動が生徒の主
体的な学習に効果的であった面もあり、かつ、生徒の知識の定着にもつな
がっている

６成果と課題



課題
自己決定することの意味や、学び方のポイントについて、常に全体で共有しな
がら学習を進めるとともに、自分にとってはどのような学びが最適なのかを調
整する力を養っていくよう指導していく必要がある

６成果と課題



ご清聴ありがとうございました
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